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中央三井信託銀行株式会社
東京都港区芝三丁目33番1号（〒105-8574）

中央三井信託銀行株式会社証券代行部
東京都杉並区和泉二丁目8番4号（〒168-0063）
電話　0120-78-2031（フリーダイヤル）

中央三井信託銀行株式会社各支店
日本証券代行株式会社本店・各支店

1,000株

事業年度　　　　

定時株主総会　　

基準日　　　　　

公告方法　　

上場金融商品取引所

株主名簿管理人　
　　　　　　　　

同事務取扱所　　
　　　　　　　　　　　　　

同取次窓口　　　　　　　　

1単元の株式の数

●住所変更、単元未満株式の買取・買増等のお申出先について

株主様の口座のある証券会社にお申出ください。

なお、証券会社に口座がないため特別口座に記録されました株主様は、中央三井信託銀行株式会社にお申出ください。

●未払配当金の支払いについて

中央三井信託銀行株式会社にお申出ください。

●上場株式配当金の支払いに関する通知書について

租税特別措置法の平成20年改正（平成20年4月30日法律第23号）により、平成21年1月以降にお支払いする配当金

について株主様あてに配当金額や源泉徴収税額等を記載した「支払通知書」を送付することが義務づけられました。

配当金領収証にてお受取りの株主様は年末または翌年初に「支払通知書」を送付いたしますのでご覧ください。口座振

込を指定されている株主様は配当金支払いの際送付している「配当金計算書」が「支払通知書」となります。なお、両書

類は確定申告を行う際その添付資料としてご使用いただくことができます。

株主メモ株主メモ

第139期報告書
平成20年4月1日から平成21年3月31日まで

株 主 の 皆 様 へ



株 主 の 皆 様 へ

 株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。

　当社グループは、「成長への確かな布石」をスローガンに、2010年

度までを展望した中期経営計画「Vista2010」の後半部分StageⅡ

（2008年度ー2010年度）を2008年4月より実行し、1年が経過いた

しました。この間グループを取り巻く事業環境は大きく様変わりしてお

り、米国発の金融危機が表面化した昨夏以降、その影響が実体経済に波

及し、特に電子材料関連製品を中心とする化学品部門で売上が減少した

ことから、StageⅡ初年度となる2008年度業績は当初計画を大きく下

回る結果となりました。

　このような情勢ではありますが、「Vista2010」の根幹となる基本方

針に変更はなく、諸課題への取り組みを引き続き着実に行っていくこと

に全力を傾けてまいります。一方で、「Vista2010」の数値目標達成に

つきましては、時間軸をずらさざるを得ない状況となっております。ま

た本格的な景気回復までに相当の時間を要することも想定されるなか、

「主要製品の競争力、事業体質の徹底検証による今後の方向性の明確化」、

「企画機能の充実による新規製品創出の強化」など次期中期経営計画を

も見据え、更なる基盤強化策への取り組みを加速することにより、困難

な状況が続く局面においても世界に通用するブランド力を備えた「価値

創造型企業」として持続的な成長拡大を図ってまいる所存です。

　株主の皆様におかれましては、より一層のご理解、ご支援を賜ります

ようお願い申し上げます。
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取締役社長

木下 小次郎
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Vista2010基本方針

　 「Vista2010」では2010年のあるべき姿を「コアの

事業・技術領域である有機材料、無機材料、電子材料が拡

大成長を続け、農薬・医薬事業が中長期的に着実に伸長

し、基礎化学品が安定的な収益基盤となるバランスのと

れた事業ポートフォリオの実現」としておりますが、特

にStageⅡにおいては「現有製品群が揺るぎない事業基

盤を確立し、高い市場占有率を獲得することに加え、新た

な成長の源泉となる新規事業・製品の創出を強力に推進

し、持続的成長を可能とする事業構造の構築」を最重要課

題に掲げ、その実現に注力してまいります。

　このため過去3ヵ年のStageⅠ（2005年度ー2007

年度）で進めてまいりました成長基盤の整備を継続的に

行っていくと同時に研究施設の拡充、研究人員増など研

究開発体制についても更なる強化を図ってまいります。

また陣容が拡大するなか、競争が激化する市場で勝ち続

けていくための人材育成が急務となっており、若年層の

早期戦力化を目的として初期教育を強化する他、人事制

度の見直し、研究員の関係機関への派遣、採用活動の強化

等を通じ、強固なプロ集団を形成してまいります。

　なお、各部門の主要施策は以下のとおりであります。

化学品部門
　

 　電子材料事業においては次世代製品の開発、新規市場

の開拓など生き残りを賭けた競争が一段と激化しており、

研究開発面での更なる強化を目的に電子材料研究所にお

ける設備、評価機器などの整備を更に推進し、引き続き

ディスプレイ、半導体およびその境界分野をターゲット

に新規材料の開発に努め、事業の拡大を図ってまいりま

す。また主要製品である「ARC」、「サンエバー」につきま

しては、次世代グレードの開発を加速すると同時に製造

能力増強も継続的に行い、引き続き高水準のマーケット

シェア確保に努めてまいります。

　有機・無機材料事業では、「スノーテックス」、「テピッ

ク」などの主要製品で新規用途向けなど需要増に対応する

供給体制を確立してまいります。またStageⅡにおける

中核事業として更なる成長を図る上で次世代新規事業・

材料の創出が必須となっており、九州大学との産学連携に

よる共同研究においては、有機ナノ微粒子の光学材料への

展開を加速するなど、より具体的な分野にターゲットを

絞り込み、応用・実用化研究に取り組んでまいります。

　また景気減退による製品の価格低下、出荷数量減など

厳しい状況が続く基礎化学品事業では、主要製品の市場

動向、競争力などの徹底検証を行い、対処する施策を講じ

ると共に「アドブルー」など市場規模の拡大が期待できる

製品については更なる拡販を図り、安定した利益水準を

確保できる体制を構築してまいります。

農業化学品部門

　農業化学品事業においては、国内市場規模が減少傾向

にあるなか、国内外メーカーとの競合は一段と厳しさを

増す状況にあります。一方で、農産物に対する消費者の

安全志向、トレーサビリティ（生産・流通履歴）への関心

は更に高まりをみせており、農家・消費者ニーズに合致

した製品の開発、市場投入が必要不可欠であることから、

2008年度に上市した「ライメイ」および「スターマイト」

のグローバルな展開、拡販に向け万全を尽くしてまいり

ます。また水稲用除草剤（NC-620）など現在開発中の新

剤につきましても上市に向け開発を推進してまいります。

医薬品部門

　医薬品事業につきましては、既に国内をはじめアジア

地域の一部で販売中の「リバロ」の欧米での早期上市に

注力してまいります。また臨床開発段階となっている慢

性動脈閉塞症治療薬（NM/NT-702）、抗不整脈薬（NTC-

801）をはじめ、前臨床段階の血小板減少症治療薬など現

在開発中の新薬につきましても、早期上市を目指してま

いります。

　当社グループといたしましては、これら諸施策を果敢

に実行し、着実に成果をあげることで株主の皆様のご期

待にお応えするとともに、「優れた技術と商品・サービス

により、環境との調和を図りながら、社会に貢献する」と

いう企業理念に基づき、経営の透明性の向上、コンプライ

アンス体制の強化、環境への一層の配慮、社会貢献活動の

推進など、企業としての社会的責任を積極的に果たすこ

とにより、全てのステークホルダーから信頼される存在

感のある企業グループの実現に総力をあげて取り組んで

まいります。

Chemicals PharmaceuticalsAgricultural
 Chemicals

Other
 Businesses

中期経営計画　
－成長への確かな布石－

特 集

3 4
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基礎化学品は、グローバルな景気後退の影響を受け、昨年秋以降ナフサ

をはじめとする原燃料価格が急落したことに伴い、メラミン、アンモニアな

ど主要製品の市況が軟化し、出荷数量も減少に転じました。一方で、今後の

需要拡大が期待されるディーゼル車の排ガス浄化用高品位尿素水「アドブ

ルー」は前期を上回る水準の売上となりました。

機能製品では、昨年秋以降の半導体・液晶市場における大幅な生産調整に

より、「ARC」（半導体用反射防止コーティング材）、「サンエバー」（液晶表

示用材料ポリイミド）など電子材料関連製品の売上が減少したことに加え、

「スノーテックス」（電子材料用研磨剤、各種材料用表面処理剤等）、「テピッ

ク」（封止材用等特殊エポキシ）などの主要製品も前期を下回る売上となり

ました。

この結果、当部門の売上高は、1,003億56百万円と前期比119億88

百万円の減収となり、営業利益は85億77百万円と、前期を81億78百万

円下回りました。

国内の農薬市場は、食料自給率の向上、減反政策の見直しなどの議論も進

められるなか、大規模化する欧米農薬メーカーとの厳しい競合状況は依然と

して続いています。このような状況のもと「シリウス」（水稲用除草剤）、

「サンマイト」（殺ダニ剤）の売上は減収となりましたが、当期より新たに

「ライメイ」（殺菌剤）、「スターマイト」（殺ダニ剤）を上市したことに加え、

「ラウンドアップ」（非選択性茎葉処理除草剤）は出荷増もあり増収となりま

した。海外では、拡大傾向にあったバイオエタノール向け穀物の作付面積が

縮小に転じたものの、全体の市場規模は農産物価格の上昇などにより増加し

ましたが、北米における天候不順の要因もあり、畑作用除草剤の分野で

「タルガ」、「パーミット」の売上が減少しました。

この結果、当部門の売上高は403億13百万円と前期を39億47百万円上

回り、営業利益は48億77百万円となり、前期を8億38百万円上回りました。
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Other
 Businesses部 門 別 営 業 の 概 況部 門 別 営 業 の 概 況

袖ケ浦工場 スノーテックスプラント

スターマイト

小野田工場 農薬プラント

売上高 売上高

化学品部門 農業化学品部門

富山工場 ARCプラント

※肥料事業を担うサンアグロ（株）を連結子会社から持分法適用会社へと
 移行し、売上を除外したことから、大幅な減収となりました。

(※)



「スターマイトフロアブル」、「バリュースターフロアブル」上市
新規殺ダニ剤「スターマイトフロアブル」、「バリュースターフロアブル」の農薬登録を昨年11月に取得し

たことを受け、それぞれ本年2月および3月より全国での販売を開始いたしました。　　

「スターマイトフロアブル」は、当社が開発した新規自社化合物「シエノピラフェン」を含有し、ハダニ類全

ステージに対し速効的な高活性を示すと同時に、既存の薬剤に対する感受性が低下したハダニに対しても極

めて効果的な殺ダニ剤で、高い選択性によりカブリダニを含む天敵昆虫に対しては影響が極めて軽微である

という特徴も持ち合わせています。「バリュースターフロアブル」は、「シエノピラフェン」とサビダニ類に卓効

を示す「ピリダベン」（当社化合物：商品名 サンマイト）を含有し、かんきつの重要害虫であるミカンハダニと

サビダニ類の全ステージに対し速効的に高活性を示す、両害虫の同時防除が可能なかんきつ専用の殺ダニ剤

です。

抗不整脈薬「NTC801」海外ライセンス契約締結
本年3月、当社が創製し国内で帝人ファーマ（株）と共同開発中の抗不整脈薬「NTC801」について、米国

ブリストル・マイヤーズスクイブ社とライセンス契約を締結いたしました。

「NTC801」は、現在臨床で使用されている抗不整脈薬とは異なった新規のメカニズム（アセチルコリン感

受性カリウムチャネル（IKACh）阻害作用）により心房細動を抑制する物質です。この作用点は心房のみに存

在するため、心房に選択的に作用し、一部の抗不整脈薬でみられるような危険な副作用（心室性不整脈の誘発

や心臓の収縮を弱めてしまう作用）を引き起こすことなく安全に使用できる可能性があり、既存の心房細動治

療体系を変える画期的新薬となることが期待されています。

「スターマイトフロアブル」、「バリュースターフロアブル」上市

新規殺ダニ剤「スターマイトフロアブル」、「バリュースターフ

ロアブル」の農薬登録を昨年11月に取得したことを受け、それ

ぞれ本年2月および3月より全国での販売を開始いたしました。  

　「スターマイトフロアブル」は、当社が開発した新規自社化合

物「シエノピラフェン」を含有し、ハダニ類全ステージに対し速

効的な高活性を示すと同時に、既存の薬剤に対する感受性が低

下したハダニに対しても極めて効果的な殺ダニ剤で、高い選択

性により天敵昆虫に対しては影響が極めて軽微であるという特

徴も持ち合わせています。「バリュースターフロアブル」は、「シ

エノピラフェン」とサビダニ類に卓効を示す「ピリダベン」（当社

化合物：商品名 サンマイト）を含有し、かんきつの重要害虫であ

るミカンハダニとサビダニ類の全ステージに対し速効的に高活

性を示す、両害虫の同時防除が可能なかんきつ専用の殺ダニ

剤です。

本年3月、当社が創製し国内で帝人ファーマ（株）と共同開発

中の抗不整脈薬「NTC801」について、米国ブリストル・マイ

ヤーズスクイブ社とライセンス契約を締結いたしました。

「NTC801」は、現在臨床で使用されている抗不整脈薬とは異

なった新規のメカニズム（アセチルコリン感受性カリウムチャ

ネル（IKACh）阻害作用）により心房細動を抑制する物質です。こ

の作用点は心房のみに存在するため、心房に選択的に作用し、一

部の抗不整脈薬でみられるような副作用（心室性不整脈の誘発

や心臓の収縮を弱めてしまう作用）を引き起こすリスクが小さな

ことから、既存の心房細動治療体系を変える画期的新薬となる

ことが期待されています。

抗不整脈薬「NTC801」海外ライセンス契約締結

5.8%

6.4%

「ランデル」（高血圧・狭心症治療薬）の売上は前期並

みの水準にとどまりましたが、「リバロ」（高脂血症治療薬）

の原薬出荷が医療現場におけるシェア拡大に伴い増加い

たしました。また、国内で帝人ファーマ㈱と共同開発中

の抗不整脈薬（NTC801）に関するライセンス契約を米

国ブリストル・マイヤーズスクイブ社と締結し、契約に

際しての一時金収入などもありました。

この結果、当部門の売上高は93億 4百万円と前期を

11億 13百万円上回りました。また営業利益は41億

55百万円となり、前期を4億84百万円上回りました。

造園緑化工事、物流などの事業は、受注量の減少、受

注単価の下落など厳しい環境に直面しております。

この結果、当部門の売上高は 101 億 87 百万円と前

期を 20億 82百万円下回り、営業利益についても 2億

96百万円と前期比1億39百万円の減益となりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

平成
16年度

平成
17年度
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17年度

平成
18年度
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9,341
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TopicsChemicals PharmaceuticalsAgricultural
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 Businesses部 門 別 営 業 の 概 況

高脂血症治療薬　リバロ

国営昭和記念公園
造園緑化工事

売上高

売上高

87

医薬品部 門

その他の 部門

バリュースター　フロアブル

抗不整脈薬「NTC-801」
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Chemicals PharmaceuticalsAgricultural
 Chemicals

Other
 Businesses連 結 財 務 の 状 況連 結 財 務 の 状 況

C

D

連結貸借対照表 （単位：百万円）

科　　目 平成19年度科　　目 平成19年度

流動資産 98,384

現金預金 7,639

売上債権 58,405

たな卸資産 26,659

その他 5,680

固定資産 74,276

有形固定資産 48,900

無形固定資産 713

投資有価証券 22,383

その他 2,278

7,639

資産合計 172,344

平成20年度

98,494

9,671

51,262

30,947

6,612

73,850

51,658

812

18,178

3,199

172,660

流動負債 51,160

買入債務 19,117

A 短期借入金 17,001

その他 15,040

固定負債 20,293

A 長期借入金 17,408

その他 2,884

負債合計 71,453

資本金 18,942

資本剰余金 13,611

利益剰余金 67,516

自己株式 △△

△

1,744

評価・換算差額等 1,738

少数株主持分 1,142

純資産合計 101,206

負債・純資産合計 172,344

平成20年度

53,108

13,425

25,820

13,861

22,459

19,649

2,810

75,567

18,942

13,611

65,713

1,875

719

1,104

96,777

172,660

連結損益計算書 （単位：百万円）

B

科　　目 平成19年度

売上高 169,172

売上原価 109,095

販売費及び一般管理費 35,308

営業利益 24,767

営業外収益 2,564

営業外費用 2,885

経常利益 24,446

特別利益 750

特別損失 1,018

税金等調整前当期利益 24,178

法人税、住民税及び事業税 9,009

法人税等調整額 △454

少数株主持分損益（減算） 120

当期純利益 10,052

平成20年度

160,162

107,248

35,475

17,437

3,406

3,953

16,890

ー

1,409

15,480

4,934

308

184

15,503

科　　目 平成20年度

営業活動によるキャッシュ・フロー 14,635

投資活動によるキャッシュ・フロー △11,040

財務活動によるキャッシュ・フロー △829

現金及び現金同等物に係る換算差額 △732

現金及び現金同等物の増減額 2,032

現金及び現金同等物期首残高 7,639

現金及び現金同等物期末残高 9,671

連結キャッシュ･フロー計算書（単位：百万円）

C
営業外費用には、たな卸資産処分損1,465百万
円、固定資産処分損707百万円等を計上してい
ます。

A
POINT

有利子負債残高は、前期に比べ11,059百万円
増加し、45,470百万円となっています。

D
特別損失には、投資有価証券評価損1,409百円
を計上しています。

B
売上高のうち、国内売上高は119,352百万円、
海外売上高は40,809百万円となっています。
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10,206

13,940

9,7309,6939,8779,603

10,912

12,070

9,230

6,633

株価及び出来高（平成19年 4月～平成 21年 3月）

1株当たり当期純利益／
1株当たり純資産

1株当たり配当金 設備投資／減価償却費

Chemicals PharmaceuticalsAgricultural
 Chemicals

Other
 Businesses単 体 財 務 の 状 況

85,751

5,502

45,986

23,235

11,027

66,239

41,486

671

22,494

1,588

151,991

科　　目 平成20年度

流動負債

買入債務

短期借入金

その他

固定負債

長期借入金

その他

負債合計

資本金

資本剰余金

利益剰余金

自己株式

評価・換算差額等

純資産合計

負債・純資産合計

43,614

8,395

24,300

10,919

21,240

19,540

1,700

64,855

18,942

13,567

54,576

△ 1,875

421

85,632

150,487

平成19年度

41,912

12,380

15,160

14,371

19,205

17,340

1,865

61,117

18,942

13,567

58,475

△1,744

1,633

90,873

151,991

単体貸借対照表 （単位：百万円）

単体損益計算書 （単位：百万円）

科　　目 平成20年度

売上高

売上原価

販売費及び一般管理費

営業利益

営業外収益

営業外費用

経常利益

特別利益　

特別損失

税引前当期純利益

法人税、住民税及び事業税

法人税等調整額

当期純利益

13,536

ー
1,380

12,155

3,932

△266

7,956

21,924

385

1,018

21,291

7,965

601

13,927

117,796

70,265

33,596

13,935

3,415

3,814

平成19年度

123,936

68,500

33,793

21,642

2,812

2,530

科　　目 平成19年度

85,615

7,716

40,728

26,591

10,578

64,872

42,921

740

18,550

2,659

150,487

平成20年度

流動資産

現金預金

売上債権

たな卸資産

その他

固定資産

有形固定資産

無形固定資産

投資有価証券

その他

資産合計

Chemicals PharmaceuticalsAgricultural
 Chemicals

Other
 Businesses主 要 指 標 推 移主 要 指 標 推 移

　1株当たり配当金 　減価償却費　設備投資　1株当たり当期純利益   　1株当たり純資産
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商　　号 日産化学工業株式会社

 NISSAN CHEMICAL INDUSTRIES, LTD.

本　　社 東京都千代田区神田錦町三丁目7番地1（〒101-0054）

 電話（03）3296-8111

創　　業 明治20年4月

設　　立 大正10年4月

資 本 金 18,942百万円

従業員数 1,657名

ホームページ www.nissanchem.co.jp

研 究 所 物質科学研究所（千葉）、電子材料研究所（千葉、富山）、機能材料研究所（千葉）、

 生物科学研究所（埼玉）

営業拠点 札幌、仙台、名古屋、大阪、福岡

工　　場 袖ケ浦工場（千葉）、埼玉工場、富山工場、名古屋工場、小野田工場（山口）

代表取締役・取締役会長

代表取締役・取締役社長

取 締 役 副 社 長

専 務 取 締 役 

専 務 取 締 役

常 務 取 締 役

常 務 取 締 役

常 務 取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

藤　本　修一郎

木　下　小次郎

迫　田　良　三

新　津　　　豊

塚　本　祐　敏

幸　　　信　一

宮　崎　純　一

平　田　公　典

袋　　　裕　善

宮　本　　　操

八木沢　和　広

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

常 勤 監 査 役

常 勤 監 査 役

常 勤 監 査 役

監 査 役

鯉　沼　豊　治

坂　下　光　明

大　野　隆　己

樋　口　恒　夫

岩　瀬　　　建

櫻　田　健一郎

秋　田　勝　美

鎌　木　史　朗

近　藤　純　生

石　塚　文　彦

会社が発行する株式の総数 360,000,000株
発行済株式総数 174,000,000株
当期末株主数 14,651名

大株主（上位 5名） 持株数 持株比率

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 17,638千株 10.1%

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 16,006 9.2

日本トラスティ・サービス信託銀行（信託口4G） 7,559 4.3

みずほ信託銀行株式会社退職給付信託みずほコーポレート銀行口

再信託受託者資産管理サービス信託銀行株式会社 7,378 4.2

株式会社損害保険ジャパン 4,850 2.8

所有者別
分布状況

個人・その他 15.6%

外国人 19.4%

政府・地方公共団体 0.0%自己株式 1.0%

保管振替機構名義株式 0.0%

その他国内法人 12.4% 証券会社 2.9%

金融機関 48.7%

1,000,000株以上 59.4%1,000,000株未満 23.1%

1,000株未満 0.8%

10,000株未満 9.4%

100,000株未満 7.3%

所有株数別
分布状況

株式の状況 （平成 21年 3月 31日現在） 会社概要（平成21年3月31日現在）

事業所

役 員

グループ会社紹介

株式の状況 （平成 21年 3月 31日現在）

グルー プ会 社紹介

会社概要（平成21年3月31日現在）

事業 所

役 員

連結子会社（国内）

●日星産業株式会社 
  化学品等の販売、保険代理業、不動産賃貸

●日産物流株式会社
  運送事業

●日産緑化株式会社
  造園、土木、緑化工事等の設計 ･施工

●日産エンジニアリング株式会社
  プラントエンジニアリング

●株式会社環境技術研究所
  環境調査、一般分析、医薬品試験

●株式会社ケミカルサービス
  化学品の精製・回収・製造

●日産建材株式会社
  石膏製品の製造

●日本肥糧株式会社
  肥料の製造・販売

持分法適用会社

●サンアグロ株式会社
  肥料、農薬の製造・販売

●ズードケミー触媒株式会社
  工業用触媒の製造・販売

連結子会社（海外）

●Nissan Chemical 
●America Corporation
  化学品の販売

●Nissan Chemical 
●Houston Corporation
  化学品の製造

●Nissan Chemical 
●Europe S.A.R.L.
  農薬の販売

●NCK Co., Ltd.
  化学品の製造・販売
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